
リビングラボについて

➢スマートシティの形成に向け、地元・企業・大学が意見やアイディアを出し合い、地域に根差したサービスを

共創していくプラットフォームとしてリビングラボ「南大沢スマートシティ共創ラボ」を設置・開催

➢R5年度は課題等を共有し、R6年度以降は課題解決に向けテーマ等に沿って解決策を検討・試行していく

資料４

～リビングラボ～

R5年度(R6.2上旬開催予定) R6～7年度

アンケート結果

【課題の顕在化・共有】
・ワークショップ

大学
（都立大・
ゲスト
講師等）

企業
（協議会関
係企業・
ＳＵ等）

地元市民（公募等）

＜テーマ①＞
ex)域内移動

＜テーマ②＞
ex)来街促進

＜テーマ③＞
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（参考）リビングラボとは

➢リビングラボとは、生活の場(リビング)を実験場(ラボ)と見立て、様々な主体が参加し、ユーザー視点を取り

れながら、製品やサービス等を開発・共創していくオープンイノベーションの手法

➢単発のワークショップ等と違い、継続的に調査～検証のサイクルを繰り返し、当事者が主体的に課題解決

に取組んでいく仕組み

リビングラボとは リビングラボのサイクル

クローズドイノベーション オープンイノベーション

既存得意領域・市場 既存得意領域・市場 他社市場・新サービス・新技術

社内の技術・アイデアのみで
製品・サービス開発を遂行

社内外から幅広く技術・アイデアを取り入れ、
自社では生み出せない新たな価値を創出

製品・サービス開発を社内で実践 生活の場で製品・サービス開発を実践

企業 生活の場

生活の場とは
住宅、公園、学校、
カフェ、道路など

生活の場

STEP1
調査

STEP2
課題設定

STEP3
アイデア創出

STEP4
プロトタイプ化

STEP5
検証

自治体・団体

住民・ユーザー

企業 大学

出所：経済産業省「リビングラボ導入ガイドブック」、「eiicon」、全国自治体・地域のリビングラボの取組などを参考に作成
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